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ペンテコステ（聖霊降臨日）礼拝 
説教「求めよ、さらば与えられん」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2019 年 6 月 9 日  

創世記 11 章 1～9 節 ルカによる福音書 11 章 1～13 節 

ペンテコステおめでとうございます。
主日礼拝に先立ち、早朝礼拝においても、
子どもたちとそのご家族と同じようにペ
ンテコステの祝いの時を共に過ごすもの
でありましたが、そこで思うのです。そ
れは、この祝いの時が、いったい誰のた
めにであるのかということですが、早朝
礼拝に集われた大半の人々が、教会員以
外の方であったからです。けれども、教
会としての歩みが、主の御前に集められ
たすべての人と共に始まったことを思い
ますと、私たちが「私たち」と言ってい
る中には、早朝礼拝に集められた人々も
含まれているわけで、つまりは、それを
踏まえての「私たち」であるということ
です。そして、この「私たち」ですが、
ペンテコステに始まった教会の歩みの中
には、熱心な人々もそうでない人も、信
じる者も疑う者も、実に様々な人々がそ
こにおりました。従って、教会が教会と
しての歩みを今日までを続ける中には、
こうして主の日の度毎に教会に集められ
たそうした人々がいたわけで、まただか
らこそ、集められた人々の信仰が養われ、
育まれ、信仰者としての生涯を全うする
ことになったのです。ですから、私たち
にとっての教会とはつまり、そういう意
味で人生のゆりかごであり、成長を促さ
れる場でもあるということです。それゆ
え、このような教会の信仰に生きる私た
ちにとって、ペンテコステは、クリスマ
ス、イースターとはまた別の意味で、よ
り身近なものだと言えるのでしょう。 

ところが、このペンテコステでありま
すが、クリスマス、イースターと比べ、
いかがでしょうか。その祝い方もさるこ
とながら、私たちのその心持ちにおいて
も、ペンテコステは、いささか盛り上が
りに欠いているということはないでしょ
うか。それは、教会を立てることになっ
た聖霊の働きとこうして私たちが集う教
会の関係とが、実態の掴みにくいものだ
からでもありますが、つまり、教会に集
う私たちの多くにとって、聖霊は、見た

こともなければ、触れたこともない、そ
れゆえに、分かりにくいし、難しい、そ
ういうものでもあるからです。しかし、
見たこともなければ、触れたこともない、
この点においては、クリスマス、イース
ターの出来事も同じです。同じでありな
がら、しかし、その受け止め方、その扱
いについては、大きな開きがある、それ
は間違いないように思います。そこで、
ある人はその理由について、「物語とし
ての魅力に薄いからだ」と、以前、そん
な話を私にしてくれたことがありますが、
しかし、本当にそうでしょうか。クリス
マス、イースターと比べるなら、ペンテ
コステの出来事の方が、ビジュアル的に
も、よほど刺激的な出来事であったよう
に思うのです。不思議な風がびゅうっと
吹いて、ペンテコステの出来事の激しさ
を弟子たちは体で直に感じ、しかも、炎
のような舌が分かれ分かれに現れ、自分
たちの上に留まり、そして、使徒言行録
はそれを聖霊の働きと呼んでいるのです
が、この聖霊の働きによって、人々は、
自分たちが普段使っている言葉ではなく、
他の国々の言葉を突然話し出したと、御
言葉がそう語っているわけです。ですか
ら、クリスマス、イースターよりもペン
テコステの方が、よほどエンターメント
性に富んでいるとも言えるのでしょう。 

けれども、それにも関わらず、ペンテ
コステが、クリスマス、イースターのよ
うに世間の話題に上ることはありません。
また、そのためなのでしょうか。ペンテ
コステだから、という理由で、教会が何
か特別なことをしているという話を私は
余り聞いたことはありません。そこで、
皆さんにお尋ねしたいのですが、こうし
た現状について、皆さんはどうお考えで
しょうか。ただ、このようにお尋ねしま
すと、皆さんは、私が何かに警鐘を鳴ら
そうとして、こんな質問をしていると思
われるかもしれませんが、そうではあり
ません。弟子たちの周囲にいた人々が、
その時の光景を目の当たりにし、「驚き
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怪しんだ」と使徒言行録にあるように、
人の好奇の目にさらされることになった
のがペンテコステの出来事でもあったわ
けです。ですから、それを考えれば、腰
が引けて、結果、どこか物足りなさを感
じさせるのも分からないことではありま
せん。ただ、もちろん、私たちは、空気
を読むように、そうした人々と同じ目で
ペンテコステの出来事を見つめているわ
けではありません。大切なものであるこ
とは分かっているのです。けれども、な
のにどうして、イースター、クリスマス
と比べ、気持ちの上での盛り上がりを欠
いているとの印象を与えてしまうのか。
しかも、それを特に問題視しているわけ
でもありません。ですから、それでいい
のか、ということにもなるのでしょうが、
しかし、そう言われると、逆に、どうし
てそれがいけないのかと、へそ曲がりの
私などは、ついそんなことを考えたくも
なってしまうわけです。ただ、それでい
いのかいけないのか、というところに入
り込むと、時間だけをいたずらに費やす
ことにもなりかねません。そこで、結論
から申し上げますと、クリスマス、イー
スターと比べ、このペンテコステが、た
とえ物足りなさを感じさせたとしても、
ペンテコステを祝うと言うことにおいて
は、このままでいいということです。つ
まり、無理に盛り上げなくてもいいとい
うことです。 

ただ、もちろん、だからおざなりでい
いということではありません。そうでは
なく、もし、私たちがどこか盛り上がり
を欠いていると思い、それをなんとかし
たいと思うのなら、私たちはこの日、な
んとかしたいと言うところに少し距離を
置いて見る必要があるということです。
そして、それは、この出来事の不思議さ
に目を留め、そこに積極的に意味づけを
行うべきであるということでもあります
が、けれども、それは、いわゆる、べき
論と言われることとは違います。イエス
様は、この日の御言葉において、「求め
なさい。そうすれば、与えられる。捜し
なさい。そうすれば、見つかる。門を叩
きなさい。そうすれば、開かれる」と仰
っておりますが、それは、何が何でもこ
の現状を自力で変えなければならない、
変えるべきだ、そういうことではありま
せん。御前に静まり、どうしてと、そう

問うこと、つまり、刺激的な描写に心奪
われ、いても立ってもいられないと言う
ところからではなく、御前に静まり、祈
るところから改めて始めてみる、聖霊の
働きは、そういうところから動き始める
ものでもあるからです。 

では、弟子たちの上に聖霊が降り、教
会としての歩みが始まったということは
どういうことなのでしょうか。それにつ
いて、私はこう考えます。それは、神の
救いの体制が整ったということです。つ
まり、神の救いが実現する上でのプラッ
トホーム、土台が地上に完成したという
ことです。それゆえ、この土台の上に乗
っかっているのが教会であり、そして、
そこに生きるのが私たちであるというこ
とです。従って、多少刺激的とも思える
使徒言行録の言い回しは、この霊的現実
の完成を伝えるものであり、事実、この
出来事がなければ、そもそも教会として
の歩みが始まることもなかったわけです。
ですから、私たちにとって、このペンテ
コステはそれだけ大きな出来事であった
わけで、また、そのようにこの霊的現実
が整えられ、その上に教会の歩み、私た
ちの歩みが始まったからこそ、教会は，
箱庭のような閉じた世界ではなく、開か
れたこの広い世界を歩むことができたの
です。まただから、そこに生きる人々と
広く深く関わり合いながら歩むことがで
きたのです。そして、私たちをしてそれ
を可能とさせているのは、この現実の中
で、聖霊が力強く働いているからです。
それが、聖書が語るところの世界の現実
であり、また、それが、そこに生きる私
たち人間の日常でもあるということです。 

ただ、この聖霊の働きについてですが、
それは、ペンテコステを境にその時に初
めて始まったわけではありません。創世
記 1 章に「神の霊が水の面を動いてい
た」とあるように、世界のその始めより
混沌を覆い包んでいたものが聖霊である
ということです。ただ、それが、長らく
分からなくなっていた、神様の御心を運
ぶ聖霊の働きを長く途絶えているとしか
思えなくなっていた、それが、この世界
に生きる人々であり、そして、それは、
主の十字架と復活の出来事を経験した弟
子たちとて例外ではありませんでした。
では、いかにしてそのようなことになっ
たのか、その理由は、創世記にもあるよ
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うに、御心によって、人と人とが遠いも
のとしてこの世界に置かれることになっ
たからでもありますが、そのように神様
の御心が人間に示されることになったの
は、人と人とが近すぎたがゆえに、神様
から離れる道を選ばざるをえなかったか
らです。それゆえ、神だけでなく、人と
の距離感をも人は見失い、やがて、聖霊
が働く場でもある世界への関心をも見失
い、人は、聖霊の働きへの関心を失うこ
とにもなったのです。 

しかし、神様は、そのようにしか生き
れない私たちの下にイエス様をお遣わし
になったのです。ですから、主イエスの
出来事は、そういう意味で、神様と私た
ちとの近さを現すものであり、そして、
イエス様がすべての人々と関わったよう
に、イエス様ゆえに人と人との近さを現
しているということです。従って、その
ことを思えば、この日の御言葉が私たち
に教えてくれていることは、神様と私た
ちとの、私たちと人との、この適切な距
離感だとも言えるのでしょう。けれども、
私たちがこの距離感を身につけるために
は、一つのことが分かっていなければな
りません。弟子たちの上に、神様が聖霊
を送り、教会としての歩みが始まったの
はそれを知らせるためでもありましたが、
私たちがそれを知るには、この教会とい
う救いの土台に自分が立っていることを
知らなければなりません。それは、それ
を知って初めて、私たちと神様とが、ま
た私たちと人とが、近すぎず、また遠す
ぎず、互いに離れることなく、共に同じ
一つの歩みを続けることができるからで
す。弟子たちの上に聖霊が望んだのは、
このことを知らしめるためであり、つま
りは、十字架と復活の出来事を経験した
としても、それだけでは十分ではなかっ
たということです。 

従って、十字架と復活をただ知ってい
るだけでは、また、知っているというこ
とをただ口にするだけでは、画竜点睛を
欠くに等しいものであったということで
す。そして、教会がその歴史において積
み重ねてきたものが、自分がどこに立っ
ているかというこの感覚であり、ですか
ら、この感覚を脇に置いて、私たちは、
主イエスの出来事を本当の意味で味わい
知ることはできません。けれども、それ
がどうもはっきりしない、聖霊は見えな

いし、だから分からない、ならば、どう
すれば、この教会としての感覚を身につ
けることができるのか。こうしてペンテ
コステの出来事を振り返る上で、今日は、
刺激的な使徒言行録ではなく、あえて福
音書から神様とイエス様の御心に聞いて
いきたいと思ったのは、この点を皆さん
と確認したかったからです。 

そこで、私たちが最も知りたいと思っ
ていることですが、それは、主イエスが
私たちに教えてくださった主の祈りの中
において現されているように思います。
私たちの祈りは、独りよがりなつぶやき
でもなく、また、身勝手な独り言でもな
いからです。祈りが祈りとしての力を持
つのは、私たちの祈る祈りが、神様の御
心を土台としているからであり、つまり、
この土台の上に乗ってなされるものが祈
りであり、それゆえ、主イエスの御名に
よって祈り、その祈りが神様に届けられ
ているところに、私たち信仰者の日常は
築かれることにもなるのです。 

そして、この私たちの日常ですが、そ
れは、一つの確かな方向性を持っていま
す。「御国が来ますように」とあるよう
に、この日常において、やがて私たちが
迎えるものが天の御国でもあるのです。
ですから、私たちの生きるこの日常は、
この目的のために備えられており、それ
ゆえ、この日常は、神様とイエス様の御
心が置かれている教会によって支えられ
ることになるのです。そして、この日常
でありますが、それは、私たちの自分一
人だけの力で築かれるものではありませ
ん。神様とイエス様に加えて、こうして
共に過ごす人々、家族、仲間と共に築か
れものであり、つまりは、それが、教会
というものであるということです。それ
ゆえ、この日常を破壊する行為は、深く
慎まなければなりません。自分だけが気
持ちよければいい、楽できればいい、そ
のような身勝手で独りよがりな行為が、
もし万が一許されることになれば、その
日常を共にする私たちのコミュニティー
はどうなってしまうのでしょう。しかし、
壊れたものはまた作ればいいのでしょう
が、一番困ることは、そのことによって、
御国が遠ざかるということです。 

ただ、御国が遠ざかると言うことです
が、イエス様が教える主の祈りの最後に、
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罪の赦しと悪からの解放について触られ
ているように、私たちを御国より遠ざけ
るこの罪と悪の問題は、私たちの人生の
一部分、もしかしたら大部分を形作るも
のでもあるのでしょう。従って、私たち
は、この人生の一部、もしかしたら大部
分であるかもしれないものと直接向き合
わないわけにはゆかないのですが、向き
合う上で、最も大きな障害となるのは、
私たちが、日毎の糧を求めずにはいられ
ないものだということです。つまり、食
っていかなければならないし、生きなけ
ればならない、そして、このねばならな
いところに、また、罪と悪の温床が置か
れているのです。それゆえ、この罪と悪
を私たちは遠ざけなければならないので
すが、もしそうでないと、御国はどんど
ん遠ざかるだけだからです。しかし、そ
れゆえにまた、そこで一つの矛盾が生じ
ることになります。御心に違わず、御国
に近づこうとするあまり、私たちは、
痛々しいまでにこの罪と悪を、まるで親
の敵のように取り除こうとするのです。
そして、それは、一見するととても正し
いことのようにも見えます。罪と悪に正
面から向き合う、誠実な態度とも言える
からです。けれども、痛々しいまでのそ
うした努力には、一つの決定的な誤りを
見出すことができます。それは、場合に
よっては、祈りを欠いているとしか思え
ないことがあるからです。けれども、そ
のような過ちを内に抱えながらも、教会
は、今日までを歩み、そして、昨日より
今日、今日より明日と、御国が近づいて
いることを知らされているのが主の教会
でもあるのです。 

私たちはその罪ゆえに独りよがりで身
勝手な祈りしか神様に差し出すことがで
きないものなのかもしれません。しかし、
その身勝手で独りよがりの祈りさえ、神
様はイエス様ゆえに引き受け、私たちを
御国へと導いてくださっているのです。
それが聖霊の働きであり、それがこのペ
ンテコステの際に弟子たちの上に臨んだ
のです。それゆえ、教会は、私たちの信
仰にとっては、あってもなくてもいいよ
うなおまけのようなものであろうはずは
ありません。教会という救いの土台、プ
ラットホームに置かれているのが私たち
であり、それゆえ、教会というこの救い
の中で祈る私たちの祈りは、たとえどん

なに身勝手で独りよがりなものであろう
とも、必ず神様の御心に届けられ、だか
ら、その祈る祈りが自分自身を変え、ま
た、人をも変え、そして、状況をも変え
ることになるのです。 

私たちは、教会の祈りである主の祈り
を通し、私たちはこの点を日々教えられ
ているのです。また、主の祈りを主の祈
りとして祈る人々のその背中を見て、人
は、御国へと一歩一歩近づくことになる
のです。そこで、最後に、つい最近あっ
た幼稚園の子どもとのやり取りをご紹介
し、終わりたいと思うのですが、ある時、
年長組の一人の子どもが、いきなり私の
ところにやって来て、「私大きくなった
ら、私、牧師になる」と、こう言ったの
です。ところが、その数日後のことです。
その子に、「大きくなったら牧師になる
んだよね」と聞いたところ、「やっぱや
めた」と、こう言われてしまったのです。
そして、その数日後、再び同じ質問をそ
の子にし、そして、それに合わせて、
「神様とイエス様のことは大好きなんだ
よね。だったら、牧師になってみよう
か」と言ってみたのです。すると、その
子は、「今は嫌い。大きくなったら、好
きになるけど、今は嫌いだから、嫌」と、
素朴に自分の思いをこう言ったのです。 

このやり取りを聞いて、皆さんはどう
思ったことでしょう。好きと嫌い、子ど
もと大人、そこには大きな違い、大きな
開きがあるのは間違いありません。そし
て、この時、私たちにとって大きな溝と
思えるものがどのようにして埋まってい
くのか、本当に埋まるのか、それは分か
りません。けれども、どうであれ、その
間に共にいてくださっているのが、イエ
ス様であり、このイエス様がその子が大
きくなるまで、その子の祈りも私の祈り
も、皆さんの祈りも神様に執り成してく
ださっているのです。そして、それは、
こうして教会に集う私たちを御国へと導
くことがイエス様の使命であり、そして、
それを明らかにし約束するために、神様
が地上にお立てになったものが、私たち
がこうして集う主の教会なのです。です
から、この教会の上に、この救いの上に
しっかりと立ち、慌てふためき、目先の
ことに心奪われることなく、御国に入る
ことを目指しつつ、祈り、歩み続けて参
りたいと思います。  祈り 


